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議会活動（2月13日～5月1日に開催された会議）

中国市議会議長会支部長市事務局長会議
（岡山市）
斐伊川・神戸川治水対策特別委員会

平成24年度第5回定例市議会
議会運営委員会、全員協議会
堀川水系対策協議会
理事会
商工議員連盟
商工議員連盟、原子力発電･新エネルギー
調査特別委員会

2月13日（水）

18日（月）
19日（火）～3月14日（木）

19日（火）
20日（水）
21日（木）
22日（金）
25日（月）

総合交通対策特別委員会、広報委員会
斐伊川・神戸川治水対策特別委員会
環境経済委員会協議会
議会運営委員会
全員協議会
広報委員会

平成25年度第1回臨時市議会
全員協議会
全員協議会、議会運営委員会

2月26日（火）
28日（木）

3月  4日（月）
12日（火）
14日（木）
21日（木）

4月30日（火）～5月1日（水）

30日（火）
5月  1日（水）

　
今
期
、
市
議
会
だ
よ
り
の
編

集
委
員
を
再
度
務
め
た
。
あ
っ

と
い
う
間
の
２
年
で
あ
っ
た
が
、

振
り
返
る
と
と
て
も
勉
強
に

な
っ
た
。
市
議
会
の
様
子
を
議

会
だ
よ
り
と
い
う
広
報
を
通
じ

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
正
し
く

お
伝
え
す
る
に
は
、
正
し
い
語

句
や
表
現
を
用
い
る
必
要
が
あ

る
。
適
切
か
ど
う
か
確
認
し
な

が
ら
編
集
作
業
を
進
め
て
い
く

わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
、
日

常
の
議
員
活
動
に
生
き
て
い
る

こ
と
に
、
ふ
と
気
付
く
。

　
言
葉
や
、
考
え
を
正
し
く
伝

え
る
こ
と
の
大
切
さ
。
ま
た
、

受
け
取
る
側
の
立
場
を
尊
重
す

る
気
持
ち
。

　
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、

市
議
会
議
員
の
改
選
の
春
が

や
って
来
た
。
こ
の
気
持
ち
を
忘

れ
た
く
な
い
も
の
だ
。

（
松
村
豪
人
　
記
）

議会に関してのお問い合わせは
　市議会だよりにお気づきの点がございましたらご意見をお寄せ
ください。より充実した紙面づくりの参考とさせていただきます。

出 雲 市 議 会 事 務 局

TEL：（0853）21-6579  FAX：（0853）21-6251
URL：http://www.city.izumo.shimane.jp/
　　　  出雲市ホームページの中の  出雲市議会  をクリック
メール：gikai@city.izumo.shimane.jp

広
報
委
員
会

米
山
　広
志

松
村
　豪
人

大
場
　利
信

保
科
　孝
充

飯
塚
　俊
之

小
村
　吉
一

川
上
　幸
博

勝
部
　順
子

山
代
　裕
始

多
久
和
康
司

荒
木
　
　孝

杉
谷
　寿
之

長
廻
　利
行

宮
本
　
　享

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　員

委
　
　員

委
　
　員

委
　
　員

委
　
　員

委
　
　員

委
　
　員

委
　
　員

委
　
　員

委
　
　員

委
　
　員

委
　
　員

本誌は地球環境に優しい植物油インキを
使用しております。

本会議（開会、施政方針表明、議案上程・説明）
本会議（施政方針に対する会派代表質問・1日目）
本会議（施政方針に対する会派代表質問・2日目）
本会議（一般質問・1日目）
本会議（一般質問・2日目）
本会議（一般質問・3日目、議案質疑、委員会付託）
総務委員会

5月27日（月）
30日（木）
31日（金）

6月 7日（金）
10日（月）
11日（火）
13日（木）

平成25年度 6月定例市議会　日程（案）今後の本会議の予定

文教厚生委員会
環境経済委員会
建設水道委員会
予算特別委員会（1日目）
予算特別委員会（2日目）
予算特別委員会（3日目）
本会議（委員長報告、討論、採決、閉会）

14日（金）
17日（月）
18日（火）
19日（水）
20日（木）
21日（金）
25日（火）

〒693-8530  出雲市今市町70　出雲市灘分町に整備が進められていた出雲市立向陽中学

校が竣工し、４月６日に開校式が執り行われました。

新校舎で学校生活スタート
こうよう

いずもいずも
2013.5.20
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平成２４年度 第５回出雲市議会（定例会）会期日程
開会 平成２５年（２０１３）２月１９日（火） 閉会 平成２５年（２０１３）３月１４日（木） 会期２４日間

環境経済委員会

建設水道委員会

予算特別委員会

予算特別委員会

予算特別委員会

予算特別委員会

本会議（委員長報告、討論、採決、
閉会）、文教厚生委員会、予算特別
委員会

３月５日（火）

６日（水）

７日（木）

８日（金）

１１日（月）

１２日（火）

１４日（木）

本会議（開会、議案上程・説明）

環境経済委員会

本会議（一般質問・１日目）

本会議（一般質問・２日目）

本会議（一般質問・３日目）
本会議（一般質問・４日目、議案質疑、
委員会付託）、議会運営委員会
総務委員会

文教厚生委員会

２月１９日（火）

２０日（水）

２１日（木）

２２日（金）

２５日（月）
２６日（火）

３月１日（金）

４日（月）

平平成成２２５５年年度度出出雲雲市市予予算算のの総総額額
単位：千円

増 減

△４，１５０，０００（△５．４％）

５４，８５５（ ０．１％）

△４，０９５，１４５（△３．３％）

平成２４年度
当初予算

７６，７００，０００

４７，０５８，３２５

１２３，７５８，３２５

平成２５年度予算
（第１回補正後）

７２，５５０，０００

４７，１１３，１８０

１１９，６６３，１８０

区 分

一 般 会 計

特 別 会 計

合 計

議議会会のの動動きき

３ 月 定 例 市 議 会 報 告
平成２５年度（２０１３）出雲市一般会計予算を可決するなど、７０議案を
議決しました。

議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会のののののののののののののの動動動動動動動動動動動動動動きききききききききききききき

３月定例市議会では、執行部から６９件の議案が、また議員から１件の議案が提案されました。

執行部提出議案として、「平成２５年度（２０１３）出雲市一般会計」などの予算議案３６件、「出雲

市長等の給与の特例に関する条例」などの条例議案２４件、「辺地に係る総合整備計画の策定及び

変更について」などの一般議案８件、「人権擁護委員候補者につき意見を求めることについて」

の人事議案１件が提案され、すべての議案を原案のとおり可決または同意しました。

議員提出議案としては、「過労死防止基本法制定に関する意見書」の議案１件を提案し、原案

のとおり可決しました。



いずも市議会だより ３２号3

４月１４日に執り行われた出雲市議会議員一般選挙において、当選した議員です。

議員定数は３２名で、任期は平成２５年（２０１３）４月１７日から平成２９年（２０１７）４月１６日までです。

新正副議長や委員会構成などは、次号のいずも市議会だよりでお知らせします。

年賀状などのあいさつ状の禁止
公職選挙法により、議員は、当該選挙区の人に対し、年賀状などのあいさつ状を出すことが
禁じられています。（答礼のための自筆によるものは、除かれます。）

葬儀の際の花輪、供花の禁止
公職選挙法により、葬儀の際に花輪、供花を相手方に対して出すことは禁止されています。

代表焼香・弔電の自粛
市議会では、申し合わせにより葬儀の際の「参列者代表焼香」、「弔電」を自粛しています。

皆さまのご理解をお願いします。

氏 名
さか ね まもる

坂 根 守
た た の つよ と

多 々 納 剛 人
ちん べ ぜん ご

珍 部 全 吾
てら もと じゅん いち

寺 本 淳 一
なが さこ とし ゆき

長 廻 利 行
はら まさ お

原 正 雄
ばん だい てる まさ

萬 代 輝 正
ふく しま たか お

福 島 孝 雄
ふく しろ ひで ひろ

福 代 秀 洋
ほ しな たか みつ

保 科 孝 充
まつ むら ひで と

松 村 豪 人
みや もと とおる

宮 本 享
やま しろ ひろ し

山 代 裕 始
ゆ あさ けい じ

湯 淺 啓 史
よね やま ひろ し

米 山 広 志
わた なべ まさる

渡 部 勝

※敬称略。五十音順に掲載しています。

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

氏 名
いい つか とし ゆき

飯 塚 俊 之
いた がき せい じ

板 垣 成 二
いた くら あき ひろ

板 倉 明 弘
いた くら いち ろう

板 倉 一 郎
い とう しげ みつ

伊 藤 繁 満
い ばら ゆう

井 原 優
えん どう りき かず

遠 藤 力 一
おお ぐに よう すけ

大 国 陽 介
おお たに りょう じ

大 谷 良 治
おお ば とし のぶ

大 場 利 信
お むら きち いち

小 村 吉 一
かつ べ じゅん こ

勝 部 順 子
かわ かみ ゆき ひろ

川 上 幸 博
きし みち ぞう

岸 道 三
ごう ど いたる

神 門 至
こ ふく やす まさ

古 福 康 雅

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

新新ししいい議議員員がが決決ままりりままししたた

議議員員名名簿簿
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委委
員員
会会
・・
特特
別別
委委
員員
会会
報報
告告

「
出
雲
市
財
政
計
画
の
早
急
な
見
直
し
を

求
め
る
陳
情
」
を
趣
旨
採
択

総
務
委
員
会

議
第
１
１
１
号
「
出
雲
市
長
等
の
給
与
の

特
例
に
関
す
る
条
例
」
は
、
本
市
の
危
機
的

な
財
政
状
況
か
ら
、
市
長
・
副
市
長
な
ど
の

給
料
月
額
及
び
期
末
手
当
を
本
年
４
月
か

ら
当
分
の
間
減
額
す
る
た
め
、
新
た
に
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。
審
査
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

陳
情
第
１６
号
「
出
雲
市
財
政
計
画
の
早
急

な
見
直
し
を
求
め
る
陳
情
」
は
、「
出
雲
市

財
政
計
画
」
に
お
い
て
建
設
事
業
費
の
大
幅

な
削
減
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社

会
の
雇
用
や
経
済
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
早
急
な
見
直
し
を
求

め
る
も
の
で
す
。
審
査
の
結
果
、
本
市
の
危

機
的
な
財
政
状
況
か
ら
、
早
急
な
見
直
し
は

難
し
い
状
況
で
す
が
、
地
域
社
会
の
雇
用
や

経
済
へ
の
影
響
な
ど
を
考
慮
し
、
状
況
に

よ
っ
て
は
見
直
し
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
趣
旨
採
択
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。
な
お
、
一
部
の
委
員
か
ら
採
択
す
べ

き
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

国
の
法
令
改
正
に
伴
い
条
例
案
を
可
決

文
教
厚
生
委
員
会

議
第
１
１
３
号
と
議
第
１
１
４
号
は
、

介
護
保
険
に
関
わ
る
出
雲
市
指
定
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
な
ど
の
基

準
を
定
め
る
条
例
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
基
準
な

ど
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
全
国

一
律
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た

び
、
地
域
の
自
主
性
や
自
立
性
を
高
め
る

た
め
、
第
一
次
地
域
主
権
改
革
一
括
法
が

施
行
さ
れ
、
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
地
方
公
共
団
体
が
条
例
で
定
め
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
新

た
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。
審
査

の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

次
に
、
議
第
１
３
６
号
「
出
雲
市
国
民

健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
に
つ
い
て
で
す
。
本
年
２
月
に
、
国

民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
特
定
同
一

世
帯
に
か
か
る
世
帯
別
平
等
割
の
軽
減
措

置
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
適
用
期
間
は
５

年
間
で
す
が
、
軽
減
割
合
を
減
額
し
、
さ

ら
に
３
年
間
延
長
し
、
８
年
間
と
な
っ
た

こ
と
に
伴
う
条
例
改
正
で
す
。
審
査
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

神
戸
川
再
生
の
陳
情
を
趣
旨
採
択

環
境
経
済
委
員
会

継
続
審
査
中
の
陳
情
第
１４
号
「
神
戸
川

再
生
に
つ
い
て
の
陳
情
」
は
、
神
戸
川
の

河
川
環
境
の
改
善
を
求
め
る
点
に
つ
い
て

は
、
委
員
全
員
賛
同
す
る
も
の
の
、
水
利

権
の
更
新
に
同
意
す
べ
き
で
は
な
い
と
い

う
本
陳
情
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
東
日
本

大
震
災
以
降
、
原
子
力
発
電
所
の
あ
り
方

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
国
民

の
関
心
が
高
ま
る
中
で
、
直
ち
に
水
力
発

電
を
中
止
す
る
こ
と
へ
の
懸
念
や
、
河
川

環
境
悪
化
と
来
島
ダ
ム
と
の
因
果
関
係
に

つ
い
て
、
現
時
点
で
は
客
観
的
な
デ
ー
タ

委委員員会会報報告告

付付
託託
案案
件件
にに
対対
すす
るる

３
月
定
例
会
の
付
託
議
案
、
請
願
・
陳
情
な
ど
の
審
査
状
況
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

原
稿
は
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

公共下水道の工事現場
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「
市
道
八
頭
西
線
（
仮
称
）
整
備
に

関
す
る
請
願
」
を
採
択

建
設
水
道
委
員
会

請
願
第
１３
号
「
市
道
八
頭
西
線
（
仮

称
）
整
備
に
関
す
る
請
願
」

直
江
駅
か
ら
旧
県
道
木
次
直
江
停
車
場

線
付
近
の
道
路
に
つ
い
て
、
車
両
の
通
行

を
ス
ム
ー
ズ
に
し
、
安
全
確
保
を
す
る
と

と
も
に
区
画
整
理
や
土
地
改
良
事
業
に

よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
道
路
と
環
状
線
的
に

結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
を
目

指
し
て
斐
川
町
の
伊
波
野
地
区
と
出
西
地

区
を
結
ぶ
、（
仮
称
）
八
頭
西
線
約
３
０
０

メ
ー
ト
ル
の
新
設
を
求
め
る
も
の
で
す
。

審
査
の
結
果
、
採
択
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。
な
お
、
一
部
の
委
員
か
ら
、
現

時
点
に
お
い
て
合
併
前
の
斐
川
町
か
ら
引

き
継
い
だ
整
備
路
線
の
中
に
入
っ
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
も
の
の
、
整
備
後
の
効
果

が
認
め
ら
れ
る
路
線
で
あ
る
の
で
、
市
の

財
政
状
況
あ
る
い
は
各
路
線
の
事
業
効
果

な
ど
を
検
討
し
た
う
え
で
、
整
備
路
線
の

見
直
し
を
行
う
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

で
示
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
原
因
究
明
に
向
け
て
今
後
調

査
を
継
続
し
て
い
く
必
要
性
や
環
境
改
善

に
向
け
て
可
能
な
こ
と
か
ら
段
階
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
べ
き
で
あ
る
と
の
理
由
に

よ
り
、
本
陳
情
は
趣
旨
採
択
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
一
部
の
委
員
か
ら
採
択
す
べ
き

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
流
域
住
民
と
市
長
が
十
分
に
話
し

合
う
べ
き
で
あ
る
と
の
委
員
全
員
の
一
致

し
た
意
見
を
、
市
長
へ
即
日
伝
え
ま
し
た
。

反
問
権
の
導
入
に
関
す
る
陳
情
を

趣
旨
採
択

議
会
運
営
委
員
会

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
ま
し
た
本
陳
情

に
つ
い
て
、
こ
の
３
月
議
会
が
現
議
員
の

最
後
の
議
会
と
な
る
の
で
、
今
議
会
で
結

論
を
出
す
べ
き
と
の
判
断
か
ら
、
再
度
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

本
陳
情
の
要
旨
は
、
市
長
を
は
じ
め
と

す
る
執
行
部
に
、
議
員
の
質
問
に
対
し
問

い
返
し
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
反
問
権
」

を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
議
会
と
執
行

部
に
良
い
意
味
で
緊
張
感
が
生
ま
れ
、
議

会
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
本
市
議
会
に
早
急
に
反
問
権

を
導
入
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

反
問
権
を
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
質
問
の
論
点
、
争
点
が
明
確
化
さ
れ

る
と
と
も
に
、
議
論
の
活
性
化
が
期
待
で

き
る
こ
と
か
ら
異
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
早
急
な
導
入
に
つ
い
て
は
、
改
選

後
の
議
会
に
お
い
て
、
さ
ら
に
検
討
し
た

う
え
で
実
施
し
た
方
が
良
い
と
い
う
意
見

が
多
数
を
占
め
た
結
果
、
趣
旨
採
択
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

国
の
大
型
補
正
に
よ
る
25
年
度

事
業
前
倒
し
補
正
予
算
26
億
円

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
を
受
け
た
案

件
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
企
業

会
計
の
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
２４
年
度
補
正
予

算
や
平
成
２５
年
度
当
初
予
算
及
び
補
正
予

算
あ
わ
せ
て
３６
件
で
あ
り
、
３
月
７
日
、

８
日
、
１１
日
、
１２
日
、
１４
日
に
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
予
算
の
編
成
方
針
や
市

の
財
政
状
況
な
ど
総
括
的
な
視
点
や
、
各

予
算
の
詳
細
に
い
た
る
ま
で
、
多
岐
に
わ

た
っ
て
質
疑
を
行
い
、審
査
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
２４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

決
算
見
込
み
な
ど
に
よ
る
４
億
７
３
０
０

万
円
の
追
加
と
、
国
の
大
型
補
正
に
伴
う

平
成
２５
年
度
事
業
の
前
倒
し
に
よ
り
、
６

億
８
７
２
３
万
２
千
円
を
追
加
し
、
総
額

（仮称）八頭西線予定地で請願者から説明を受ける

委委員員会会報報告告



6いずも市議会だより ３２号

を
８
１
９
億
５
３
１
３
万
２
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

ま
た
、
平
成
２５
年
度
一
般
会
計
は
、
当

初
予
算
と
平
成
２４
年
度
へ
の
事
業
前
倒
し

に
伴
う
補
正
予
算
に
よ
り
、
予
算
の
総
額

を
７
２
５
億
５
千
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

審
査
の
結
果
、い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
会
計
・
企
業
会
計
に
つ
い

て
も
審
査
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
各
委
員
か
ら
意
見
や
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
２５
年
度
出
雲
市
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て
は
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
な
ど
市
民
に

負
担
を
強
い
る
一
方
で
、
斐
川
中
央
工
業

団
地
整
備
に
多
額
の
予
算
を
投
入
す
る
予

算
に
は
反
対
と
の
意
見
や
、
特
別
会
計
予

算
で
は
、
簡
易
水
道
の
上
水
道
統
合
整
備

は
、
今
後
上
水
道
使
用
料
金
の
値
上
げ
に

つ
な
が
る
と
し
て
、
反
対
で
あ
る
と
の
意

見
、
ま
た
、
財
政
難
を
理
由
に
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
こ
れ
ま
で

の
事
業
を
十
分
に
検
証
し
、
改
善
を
求
め

る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

執
行
部
に
対
し
て
は
、
委
員
会
で
の
指

摘
・
意
見
を
十
二
分
に
踏
ま
え
、適
切
な
予

算
の
執
行
に
あ
た
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

特特

別別

委委

員員

会会

報報

告告

大
詰
め
を
迎
え
た
放
水
路
事
業
と
周
辺
整

備
事
業
進
捗
へ
調
整
・
協
議
を
重
ね
る

斐
伊
川
・
神
戸
川
治
水

対
策
特
別
委
員
会

平
成
２３
年
６
月
２１
日
か
ら
委
員
会
を
５

回
、
委
員
会
協
議
会
を
１３
回
、
行
政
視
察

を
４
回
、
要
望
活
動
を
１
回
、
講
演
会
を

１
回
行
う
な
ど
、
治
水
事
業
の
進
捗
状
況

を
踏
ま
え
調
査
・
研
究
及
び
協
議
、
そ
し

て
審
査
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

治
水
事
業
３
点
セ
ッ
ト
の
う
ち
、
上
流

部
の
尾
原
・
志
津
見
の
両
ダ
ム
の
完
成
、

下
流
部
の
大
橋
川
拡
幅
改
修
の
具
体
的
な

工
事
着
手
、
そ
し
て
中
流
部
の
斐
伊
川
放

水
路
の
整
備
と
神
戸
川
の
拡
幅
改
修
に
つ

い
て
は
、
分
流
堰
の
完
成
及
び
そ
の
操
作

規
則
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
平
成
２４
年
度
を

も
っ
て
放
水
路
の
基
本
的
な
工
事
を
終
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

残
さ
れ
た
神
戸
川
河
川
敷
の
有
効
活

用
、
小
体
育
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
、

治
水
記
念
館
、
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び

半
分
公
園
の
整
備
、
そ
し
て
グ
リ
ー
ン
ス

テ
ッ
プ
の
利
活
用
な
ど
に
つ
い
て
も
国
・

県
・
市
、
そ
し
て
地
域
と
の
協
議
に
よ
り

詰
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

昭
和
５７
年
９
月
の
事
業
計
画
同
意
以
来

３０
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
地
権
者
や
地
元

関
係
者
の
皆
さ
ま
は
も
と
よ
り
国
土
交
通

省
、
島
根
県
を
は
じ
め
各
方
面
の
団
体
や

機
関
の
皆
さ
ま
の
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご

協
力
の
も
と
、
こ
の
大
事
業
が
こ
こ
ま
で

進
捗
を
し
ま
し
た
。

こ
の
う
え
は
、
さ
ら
に
斐
伊
川
及
び
神

戸
川
の
治
水
安
全
度
が
増
し
、
そ
し
て
清

流
や
潤
い
の
あ
る
出
雲
市
の
財
産
と
し
て

守
り
育
て
て
い
た
だ
く
よ
う
切
に
願
う
も

の
で
す
。

主な予算案件内容

予算額・補正予算額

４億７，３００万円

４億６，７１０万円

４億９，７００万円
７，８７０万円

▲３，４１０万円
▲６，７００万円
▲ ７１０万円
▲ ４３０万円
３，９００万円

６億８，７２３万２千円

１９億２，８４５万円

５億７，９５１万円
１２億４，２３４万円
１億 ６６０万円

７２９億３，０００万円

４９０億４，２４３万円

▲ ３億８，０００万円

▲１９億２，８２５万円

項 目

平成２４年度出雲市一般会計第６回補正予算

平成２４年度特別会計７会計補正予算の総額（決算見込みによる補正）

・国民健康保険事業特別会計
・介護保険事業特別会計
・簡易水道事業特別会計
・下水道事業特別会計
・農業・漁業集落排水事業特別会計
・浄化槽設置事業特別会計
・廃棄物発電事業特別会計

平成２４年度出雲市一般会計第７回補正予算（国の大型補正による補正）

平成２４年度特別会計３会計補正予算の総額（国の大型補正による補正）

・簡易水道事業特別会計
・下水道事業特別会計
・農業・漁業集落排水事業特別会計

平成２５年度出雲市一般会計予算

平成２５年度特別会計１６会計予算の総額

平成２５年度出雲市一般会計第１回補正予算（国の大型補正による補正）

平成２５年度特別会計３会計補正予算の総額（国の大型補正による補正）
※平成２４年度補正予算と同様の会計及び同額の減額補正

支 出 額

２５億５，４７０万２千円

１８億２，６７１万２千円

３２億１００万円

２億９，７４２万９千円

収 入 額

２６億５，２６９万３千円

５億５，２１９万円

２８億５，６３０万円

２億２，２６１万５千円

項 目

収益的

資本的

収益的

資本的

平成２５年度
出雲市水道事業会計予算

平成２５年度
出雲市病院事業会計予算

委委員員会会報報告告
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時
代
に
即
し
た
総
合
的
な

交
通
政
策
の
制
定
を

総
合
交
通
対
策

特
別
委
員
会

総
合
交
通
対
策
特
別
委
員
会
の
調
査
結

果
を
調
査
対
象
別
に
報
告
し
ま
す
。

一
畑
電
車
に
関
し
て
は
、
今
後
存
続
の

た
め
、
公
的
支
援
の
大
幅
な
増
額
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
支
援
に
際
し
、
本

特
別
委
員
会
で
は
、
透
明
性
の
確
保
、
収

支
の
改
善
、
沿
線
住
民
へ
の
配
慮
な
ど
が

必
要
だ
と
の
考
え
で
一
致
し
ま
し
た
。
今

後
は
出
雲
市
議
会
と
し
て
も
、
さ
ら
に
詳

細
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

山
陰
自
動
車
道
に
関
し
て
は
、
出
雲
市

中
心
部
に
よ
り
近
い
場
所
で
、
新
規
に
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
設
置
で
き
な
い
か
検

討
し
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、
費
用
対
効

果
が
設
置
基
準
を
満
た
さ
な
い
た
め
、
設

置
は
難
し
い
と
判
断
し
ま
し
た
。
た
だ

し
、
今
後
状
況
が
変
わ
り
設
置
に
具
体
性

が
出
て
く
れ
ば
、
機
を
逃
さ
ず
再
度
検
討

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

出
雲
縁
結
び
空
港
で
は
運
賃
体
系
が
山

陽
側
の
空
港
に
比
べ
て
非
常
に
割
高
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
差
別
的
運

賃
設
定
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

は
大
き
な
問
題
で
、
こ
の
解
消
に
向
け
、

早
急
に
成
果
を
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

バ
ス
路
線
に
関
し
て
は
、
市
執
行
部
か

ら
地
域
ご
と
に
運
行
協
議
会
を
組
織
し
、地

元
住
民
と
行
政
が
一
緒
に
な
っ
て
、利
用
促

進
を
図
っ
て
い
く
な
ど
の
考
え
が
示
さ
れ

ま
し
た
。出
雲
市
は
す
で
に
超
高
齢
化
型
社

会
を
迎
え
て
お
り
、時
代
に
即
し
た
総
合
的

な
交
通
政
策
を
早
急
に
制
定
す
べ
き
で
す
。

恵
ま
れ
た
出
雲
の
観
光
資
源
を
よ
り

一
層
生
か
そ
う

観
光
産
業
振
興

特
別
委
員
会

古
事
記
千
三
百
年
記
念
の
神
話
博
し
ま

ね
も
成
功
裏
の
内
に
神
話
の
ふ
る
里
、
出

雲
を
中
心
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に

続
き
来
る
５
月
１０
日
か
ら
「
出
雲
大
社
平

成
の
大
遷
宮
」
が
挙
行
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
全
国
に
発
信
で
き
る
わ
が
出
雲

の
ブ
ラ
ン
ド
「
出
雲
大
社
」
を
中
心
に
し

た
観
光
資
源
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
を
い
か
に
生
か
し
、
市
の
発

展
に
導
く
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
特

別
委
員
会
で
は
、
こ
れ
を
テ
ー
マ
に
活
動

し
、
そ
の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。
県
が
主

導
し
た
神
話
博
に
対
し
、
市
議
会
と
し
て

島
根
県
を
除
く
中
国
４
県
全
市
に
観
光

キ
ャ
ラ
バ
ン
を
行
い
、
出
雲
ブ
ラ
ン
ド
の

普
及
に
努
め
ま
し
た
。
出
雲
大
社
の
遷
宮

に
つ
い
て
は
、
６０
年
に
一
度
の
出
雲
観
光

の
全
国
発
信
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
、
市
を
挙

げ
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

先
進
地
の
視
察
と
し
て
、
鹿
児
島
県
出

水
市
の
「
ツ
ル
を
生
か
し
た
観
光
産
業
」

の
取
り
組
み
、
指
宿
市
の
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

に
よ
る
道
の
駅
整
備
」
を
テ
ー
マ
と
し
、

本
市
の
ト
キ
に
よ
る
観
光
戦
略
や
高
速
道

の
開
通
に
よ
る
市
内
の
道
の
駅
の
あ
り
方

に
大
い
に
参
考
と
な
り
ま
し
た
。
愛
媛
県

宇
和
島
市
で
は
全
日
空
と
連
携
し
ブ
ラ
ン

ド
化
を
目
指
し
、
高
知
県
四
万
十
市
で
は

四
万
十
川
を
中
心
に
広
域
観
光
戦
略
を
進

め
て
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
本
市
が
目
指

す
べ
き
方
向
性
で
し
た
。
本
市
で
は
、
鰐

淵
寺
や
田
儀
櫻
井
家
た
た
ら
遺
跡
の
発
掘

調
査
を
進
め
て
お
り
、
歴
史
文
化
の
奥
深

さ
が
、
有
力
な
出
雲
ブ
ラ
ン
ド
と
な
る
よ

う
に
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

安
全
対
策
の
強
化
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

原
子
力
発
電
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

調
査
特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
で
は
、
原
子
力
防
災
体
制

の
課
題
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、原
発
の
新

安
全
基
準
へ
の
対
応
や
、
中
国
電
力
株
式

会
社
と
原
発
立
地
自
治
体
な
み
の
安
全
協

定
の
締
結
、
広
域
避
難
に
向
け
た
住
民
避

難
体
制
の
整
備
な
ど
、課
題
は
残
さ
れ
て
お

り
、引
き
続
き
調
査
・
検
討
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
今
日
ま
で

の
普
及
啓
発
事
業
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、

今
後
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
進

め
、
住
民
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る

施
策
の
実
現
が
必
要
で
あ
り
、
自
給
率
目

標
を
定
め
る
な
ど
、
具
体
的
な
取
り
組
み

を
推
進
す
べ
き
な
ど
を
委
員
会
の
結
論
と

し
ま
し
た
。

委委員員会会報報告告
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【請 願】（今回提出された請願）

審議結果

採 択 に

全員賛成

採 択 に

全員賛成

提 出 者

大阪市阿倍野区旭町
過労死防止基本法制定実行委員会
関西事務所
あべの総合法律事務所
弁護士 岩城 穣

出雲市斐川町上直江
市道八頭西線建設期性同盟会
会長 阿川 博 他１１名

件 名

過労死防止基本法制定に関する意見書の提出を
求める請願（意見書提出）

市道八頭西線（仮称）整備に関する請願

番号

１２

１３

【陳 情】（継続審査中の陳情）
審議結果

継続審査 に

賛成多数

さらに慎重な審査を必要とするため。

継続審査 に

賛成多数

条例が提案された時点で、本陳情についても審議すべきであるため。

趣旨採択 に
賛成多数

趣旨採択 に
賛成多数

（今回提出された陳情）
審議結果

不 採 択 に

賛成多数

和文化交流センターや塩冶児童クラブとしての利活用は妥当であるため。

趣旨採択 に

賛成多数

提 出 者

松江市母衣町
原発ゼロをめざす島根の会
共同代表 責任者 舟木 健治
他５名

出雲市塩冶町
出雲市自治基本条例を考える市民の会
松谷 仁造

出雲市大津新崎町
森山 哲郎

出雲市古志町
神戸川再生推進会議
会長 林 要一

提 出 者

出雲市大津新崎町
森山 哲郎

出雲市塩冶善行町
社団法人出雲市建設業協会
会長 今岡 余一良

件 名

島根原発をなくし、再生可能エネルギーへの転
換を求める陳情

成立を目指している出雲市自治基本条例に関し、
白紙撤回を求める陳情

反問権の導入に関する陳情

神戸川再生についての陳情

件 名

旧宍道邸の利用計画に関する陳情

「出雲市財政計画」の早急な見直しを求める陳情

なぜ継続審査

なぜ継続審査

なぜ不採択

番号

平成
23年度

１６

平成
24年度

１

平成
24年度
１０

平成
24年度
１４

番号

１５

１６

【意見書】

審議結果

採 択 に
全員賛成

件 名

過労死防止基本法制定に関する意見書

番号

６

意見書の審議結果

請願・陳情の審議結果

請請願願・・陳陳情情・・意意見見書書
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遠藤力一 議員 （１０ページ）

◎ALS（筋萎縮性側索硬化症）患者のショートステイにつ
いて
・若者の安定について
・学校図書館司書の配置について

大場利信 議員 （１０ページ）

◎県道斐川上島線の全線開通について
・出雲いりすの丘公園の再生プロジェクト・チームについて
・斐川地域農業の推進体制について

勝部順子 議員 （１０ページ）

◎通学路の安全対策について
・子育て環境の充実

米山広志 議員 （１１ページ）

◎旧宍道邸の活用
・原子力安全協定の締結

曽田盛雄 議員 （１１ページ）

・「出雲未来図」について問う。
◎老朽化した橋梁対策は

坂根 守 議員 （１２ページ）

◎多伎いちじくの再生プロジェクトを
・プロフェッショナルな市役所職員の育成を

板倉明弘 議員 （１２ページ）

・島根大学医学部附属病院の寄附講座の継続について
◎旧来原住宅の土地・建物の今後の取り扱いについて
・公園や街路樹の樹木管理について

板垣成二 議員 （１３ページ）

◎神戸川の河川環境再生について

保科孝充 議員 （１３ページ）

・「斐川中央工業団地西工区」の整備状況を伺う。
・「出雲いりすの丘」再生計画の検討状況を伺う。
◎高齢者世帯の安心安全施策を伺う

井原 優 議員 （１４ページ）

◎原発問題について
・斐川地域の生活バスについて
・学校再編計画について
・斐川中央工業団地の造成は中止し、市民のくらしと福祉
の充実を

杉谷寿之 議員 （１４ページ）

◎大社湾海岸の環境整備について

大国陽介 議員 （１４ページ）

・市長の政治姿勢について（働く人の所得を増やし、経済
危機の打開を）
◎介護保険の負担軽減とサービスの充実を
・外園海岸の浸食対策と防風林保全について
・神戸川の河川環境と来島ダムについて

荒木 孝 議員 （１５ページ）

・「平成の合併」で誕生した出雲市の実態と評価について伺う
・出雲市財政計画について
・地方公務員給与削減に対する見解を伺う。
◎支所の組織・機構の見直しについて伺う
・市役所挙げて禁煙啓発について

寺田昌弘 議員 （１５ページ）

◎神戸川再生について

小村吉一 議員 （１５ページ）

◎最近の市民の声の中から問う

井上惠夫 議員 （１６ページ）

◎未来につなぐ農業振興策について
・自然を守る環境のまちづくりについて

原 隆利 議員 （１６ページ）

◎財政悪化の原因は誰にあるか

松村豪人 議員 （１７ページ）

◎出雲市財政計画と新年度の予算編成について

珍部全吾 議員

・長岡市政四年間の総括

伊藤繁満 議員 （１７ページ）

◎出雲縁結び空港の欠航原因と利用客の確保について

萬代輝正 議員 （１７ページ）

・出雲未来図の具体な政策は
◎出雲市スポーツ振興ビジョンの具体策を問う

狩野正文 議員 （１８ページ）

◎教育委員会所管の幼稚園、小学校、中学校における教職
員による園児、児童、生徒に対する体罰について

直良昌幸 議員 （１８ページ）

◎さらなる行財政改革の推進策について
・きめこまやかな教育行政の推進を
・“瑞々しいまちづくり”みどりの環境整備の充実を

板倉一郎 議員 （１９ページ）

◎産業振興について
・公営墓地の取り組みについて
・中国大気汚染物質の注意報について

木佐 宏 議員 （１９ページ）

◎長岡市政４年の歩み「市民の眼」で総括
断崖絶壁脱出の道を質す

３月定例市議会では２５人の議員がそれぞれ以下の項目について質問を行いました。１人１問ずつ選んで（◎印
のもの）掲載しています。なお、原稿は質問した議員自身が要旨をまとめたものです。

一 般 質 問市政のここが聞きたい

一一般般質質問問
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問
Ａ
Ｌ
Ｓ
（
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化

症
）
は
５０
代
か
ら
６０
代
に
発
症
す

る
神
経
性
の
病
気
の
た
め
、
患
者
の
家
族

も
５０
〜
６０
代
と
高
齢
で
、
患
者
本
人
の
つ

ら
さ
と
と
も
に
、
看
病
す
る
家
族
も
大
変

厳
し
い
生
活
を
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
（
一
時
入

院
支
援
事
業
）
と
い
う
、
患
者
家
族
に
休

息
を
与
え
て
活
力
の
あ
る
生
活
を
送
っ
て

い
た
だ
く
事
業
が
、
国
、
県
合
わ
せ
て
年

間
２８
日
間
実
施
さ
れ
て
い
る
。

家
族
か
ら
、
も
う
少
し
長
い
休
息
時
間

を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
、
要
望
を

い
た
だ
い
た
。
か
な
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長

市
内
で
、
２１
名
の
方
が
Ａ
Ｌ
Ｓ
に
罹

患
、
う
ち
６
名
の
方
が
入
院
等
、
１５
名
の
方

が
在
宅
で
療
養
を
さ
れ
、
う
ち
１１
名
の
方
が

人
工
呼
吸
器
を
装
着
さ
れ
て
い
ま
す
。

病
院
と
し
て
は
、
意
思
疎
通
の
困
難
さ

に
加
え
体
位
変
換
、
た
ん
の
吸
引
な
ど
の

症
状
進
行
に
応
じ
た
看
護
体
制
や
夜
勤
看

護
で
の
加
配
が
必
要
な
た
め
、
受
け
入
れ

体
制
が
整
わ
な
い
状
態
で
す
。

患
者
の
家
族
が
安
心
し
て
休
養
で
き
る

体
制
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

十
分
認
識
し
て
い
ま
す
。

県
で
は
「
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
」
が
さ
ら

に
受
け
入
れ
や
す
く
な
る
改
善
策
を
検
討

さ
れ
て
お
り
、
市
の
日
数
の
上
乗
せ
も
含

め
、
国
・
県
に
要
望
し
、
受
け
入
れ
体
制

の
確
保
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
県
道
斐
川
上
島
線
の
現
在
の
整
備

状
況
と
今
後
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
建
設
部
長

阿
宮
地
区
側
は
、
平
成
８
年
か
ら
改
良

事
業
を
実
施
し
、
現
在
残
り
の
１
・
１
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
を
実
施
中
で
、
平
成

２０
年
代
後
半
の
完
成
を
目
指
し
整
備
が
な

さ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

問
阿
宮
地
区
側
の
整
備
が
完
了
し
た

後
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

都
市
建
設
部
長

中
間
部
の
２
・
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区

間
は
、
ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
な
ど
の
重
要
構

築
物
で
事
業
規
模
が
大
き
い
た
め
、
阿
宮

地
区
側
の
整
備
の
完
了
の
め
ど
が
立
っ
た

時
点
で
着
手
時
期
の
検
討
を
行
う
と
伺
っ

て
い
ま
す
。

問
県
に
対
し
積
極
的
に
要
望
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
そ
の
決
意
を
伺
う
。

都
市
建
設
部
長

こ
の
路
線
は
、
阿
宮
地
区
の
生
活
道
路

で
、
出
雲
市
南
部
地
域
か
ら
斐
川
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ

り
、
ま
た
、
企
業
へ
の
通
勤
道
路
と
し
て

の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
重
要
路
線
で
あ
る

と
認
識
を
し
て
い
ま
す
。
市
と
し
ま
し
て

は
、
毎
年
の
知
事
へ
の
重
点
要
望
と
と
も

に
、
今
後
も
「
斐
川
雲
南
間
県
道
改
良
整

備
促
進
期
成
同
盟
会
」
と
も
歩
調
を
合
わ

せ
、
早
期
完
成
に
向
け
、
引
き
続
き
要
望

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
国
が
通
学
路
の
安
全
点
検
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
公
表
し
た
。
調

査
対
象
に
な
っ
た
８
万
１
６
１
カ
所
の
通

学
路
の
う
ち
、
９
割
以
上
で
対
策
が
必
要

と
判
明
し
た
。
国
は
、
２
０
１
３
年
度
予

算
に
通
学
路
の
安
全
対
策
予
算
を
盛
り
込

ん
だ
。
出
雲
市
に
お
け
る
調
査
結
果
と
、

今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

都
市
建
設
部
長

点
検
の
結
果
、
３５
カ
所
に
つ
い
て
対
策

Ａ
Ｌ
Ｓ
（
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
）

患
者
の
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
拡
充
を

―
―
―
―
―
―
―
―
遠
藤

力
一

県
道
斐
川
上
島
線
の
早
期
の
全
線
開
通
を

―
―
―
―
―
―
―
―
大
場

利
信

出
雲
市
の
通
学
路
の
安
全
対
策
は
万
全
か

―
―
―
―
―
―
―
―
勝
部

順
子

一一般般質質問問

道路改良工事が進む県道斐川上島線（上阿宮地区）
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問
昨
年
の
１２
月
１２
日
の
環
境
経
済
委

員
会
で
執
行
部
か
ら
、「
旧
宍
道
邸

を
有
効
活
用
し
て
い
く
た
め
、
和
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
と
し
て
整
備
し
、

同
敷
地
内
に
児
童
ク
ラ
ブ
を
併
設
す
る
方

向
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。
な
お
、
進
入

路
な
ど
確
保
の
た
め
旧
宍
道
邸
北
側
民
有

地
を
取
得
す
る
予
定
。
平
成
２５
年
３
月
議

会
に
債
務
負
担
行
為
提
出
」
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

①
３
月
議
会
に
債
務
負
担
行
為
を
提
出
さ

れ
な
か
っ
た
理
由
②
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
伺
う
。

文
化
環
境
部
長

①
土
地
開
発
公
社
が
先
行
取
得
す
る
た
め

に
、
３
月
議
会
で
債
務
負
担
行
為
を
提
出

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の

検
討
に
よ
り
、
平
成
２５
年
度
中
に
市
が
直

接
取
得
す
る
こ
と
と
し
、
６
月
議
会
に
補

正
予
算
を
提
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
②
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
大
き
な
変
更
は
な
く
、
平
成
２５
年
度
に

北
側
民
有
地
を
取
得
し
、
道
路
・
駐
車
場

工
事
を
行
い
、
平
成
２６
年
度
に
旧
宍
道
邸

母
屋
を
解
体
し
、
和
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
の
整
備
を
行
い
、
平
成
２７
年
度

に
開
館
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
児
童

ク
ラ
ブ
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
が
検
討
し

て
い
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ

ム
」
に
あ
わ
せ
て
市
が
策
定
す
る
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き

平
成
２７
年
度
以
降
の
整
備
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

を
講
じ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

１７
カ
所
は
、
本
年
度
内
に
施
工
完
了
の
予

定
で
す
。
ま
た
、
１６
カ
所
は
、
施
工
中
で

す
が
来
年
度
以
降
も
事
業
継
続
の
計
画
で

す
。
残
り
２
カ
所
に
つ
い
て
は
来
年
度
以

降
対
策
を
講
じ
ま
す
。
対
策
内
容
は
、
危

険
な
交
差
点
な
ど
に
お
い
て
信
号
機
、
横

断
歩
道
及
び
道
路
照
明
の
設
置
な
ど
を
行

い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
国

の
２４
年
度
補
正
予
算
に
合
わ
せ
創
設
が
予

定
さ
れ
て
い
る
防
災
・
安
全
交
付
金
（
仮

称
）
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
ま
す
。

問
市
内
の
３５
カ
所
の
通
学
路
で
対
策

が
必
要
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
以

外
に
は
な
か
っ
た
の
か
。

都
市
建
設
部
長

全
校
へ
通
知
を
し
、
提
出
さ
れ
た
中
か

ら
合
同
点
検
を
し
ま
し
た
。
ま
だ
提
出
さ

れ
て
い
な
い
箇
所
も
あ
る
の
で
、
平
成
２５

年
度
か
ら
交
通
安
全
対
策
協
議
会
か
ら
小

中
学
校
に
意
見
を
聴
き
、
提
出
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
し
ま
す
。

問
①
出
雲
市
全
体
の
国
、
県
、
市
そ

れ
ぞ
れ
の
所
管
橋
梁
の
全
体
数
。

②
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
寿
命
と
い
わ
れ
る
５０

年
以
上
経
過
し
て
老
朽
化
し
た
耐
震
限
度

以
下
の
橋
梁
数
。

③
安
全
点
検
対
策
の
進
め
方
。

④
橋
脚
、
基
礎
が
著
し
く
弱
い
と
見
受
け

ら
れ
る
ヒ
ュ
ー
ム
管
を
立
て
た
程
度
の
橋

脚
、
例
え
ば
平
田
湖
遊
館
近
く
の
外
島
大

橋
を
は
じ
め
、
そ
の
他
緊
急
を
要
す
る
橋

梁
対
策
の
進
め
方
。

⑤
政
権
交
代
し
た
自
民
党
、
安
倍
現
政
府
は

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
や
防
災
・
減
災
を

推
進
す
る
国
土
強
靭
化
へ
の
積
極
的
な
財

政
措
置
も
検
討
実
施
す
る
と
聞
く
が
、
出
雲

市
の
対
応
と
実
施
計
画
が
あ
れ
ば
伺
う
。

都
市
建
設
部
長

①
長
寿
命
化
修
繕
計
画
対
象
と
さ
れ
て
い

旧
宍
道
邸
の
有
効
活
用

な
ぜ
債
務
負
担
行
為
を
未
提
出
か

―
―
―
―
―
―
―
―
米
山

広
志

老
朽
化
し
た
橋
梁
対
策
は

―
―
―
―
―
―
―
―
曽
田

盛
雄

建設後４０年が経過、補修が急がれる外島大橋

旧宍道邸（塩冶町）

一一般般質質問問
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る
１５
メ
ー
ト
ル
以
上
の
橋
の
数
は
、
国
は

４２
、
県
は
１
３
２
、
市
は
３
７
７
あ
り
ま

す
。

②
補
修
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
橋

は
、
市
が
３
、
国
が
２
、
県
が
９
橋
で
す
。

③
平
成
２２
年
度
に
１５
メ
ー
ト
ル
以
上
の

２
０
０
橋
を
対
象
に
長
寿
命
化
修
繕
計
画

を
作
成
し
、
現
在
点
検
を
進
め
て
い
ま
す
。

④
外
島
大
橋
の
よ
う
な
建
設
後
４０
年
が
経

過
す
る
よ
う
な
橋
の
補
修
は
計
画
的
に
行

い
ま
す
。

⑤
橋
梁
長
寿
命
化
補
修
計
画
に
基
づ
く
補

修
は
、
来
年
度
末
を
目
途
に
ま
ず
は
修
繕

計
画
を
立
て
て
、
新
た
な
国
の
交
付
金
制

度
も
活
用
し
な
が
ら
積
極
的
に
進
め
る
考

え
で
す
。

ホ
ウ
ラ
イ
シ

問
多
伎
い
ち
じ
く
は
、「
蓬
莱
柿
」
と

い
う
品
種
で
と
て
も
糖
度
が
高

く
、
平
成
１５
年
に
は
県
の
ブ
ラ
ン
ド
産
品

５
品
の
一
つ
に
指
定
さ
れ
た
。

い
ち
じ
く
は
日
持
ち
が
し
な
い
、
雨
が

降
れ
ば
生
果
と
し
て
出
荷
で
き
な
い
問
題

点
が
あ
り
、
加
工
品
が
色
々
と
開
発
さ
れ

て
お
り
、
ワ
イ
ン
シ
ロ
ッ
プ
煮
は
農
林
水

産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。
２
０
１
１
年
度

の
フ
ラ
ン
ス
・
ヴ
ェ
ゼ
ノ
ー
ブ
ル
市
の
い

ち
じ
く
収
穫
祭
で
は
干
し
い
ち
じ
く
が
最

優
秀
賞
に
な
っ
た
。
生
産
額
は
平
成
１８
年

度
か
ら
１
億
円
を
３
年
間
記
録
し
た
が
、

平
成
２２
年
度
か
ら
は
７
千
万
円
台
で
低
迷

し
て
い
る
。
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
生
産
額
を
上
げ
る
取
り
組
み
を
す
べ

き
と
考
え
る
。

農
林
水
産
調
整
監

多
伎
い
ち
じ
く
生
産
部
会
の
加
入
者
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
生
産
者
の
高
齢
化
に

伴
う
担
い
手
の
確
保
は
最
重
要
課
題
で
す
。

い
ち
じ
く
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
は
、
現
在
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
検
討
中
で
あ

り
、
行
政
と
も
再
生
に
向
け
て
の
下
協
議

を
行
っ
て
い
ま
す
。

行
政
や
Ｊ
Ａ
・
生
産
者
が
と
も
に
問
題

意
識
を
共
有
し
、
産
地
再
生
に
向
け
た
具

体
的
な
方
策
を
検
討
す
る
場
を
、
他
の
関

係
機
関
に
も
働
き
か
け
て
実
現
し
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
、
後
継
者
の
問

題
や
栽
培
技
術
の
普
及
指
導
体
制
に
つ
い

て
も
検
討
し
ま
す
。

問
旧
市
営
来
原
住
宅
は
、
平
成
１８
年

１０
月
に
廃
止
さ
れ
た
。
廃
屋
化
し

て
い
る
建
物
は
、
景
観
的
に
も
、
防
犯
上

に
お
い
て
も
不
適
切
で
あ
る
。
建
物
は
早

期
に
撤
去
し
、
約
７
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の

跡
地
は
、
宅
地
化
す
べ
き
と
思
う
。
当
初

方
針
と
そ
の
後
の
経
過
、
今
後
の
取
り
扱

い
方
針
を
伺
う
。

財
政
部
長

こ
の
住
宅
は
、
建
物
と
土
地
を
一
体
と

し
て
民
間
に
売
却
し
、
良
好
な
住
環
境
の

戸
建
て
分
譲
宅
地
を
供
給
す
る
方
針
で
し

た
。
そ
の
後
、
民
間
事
業
者
と
協
議
を
重

ね
ま
し
た
が
、
業
者
側
の
採
算
に
は
合
わ

な
い
こ
と
か
ら
不
調
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
で
維
持
管
理
し
て
い
ま
す

が
、
経
年
変
化
に
よ
る
景
観
上
や
常
時
管

理
が
で
き
な
い
こ
と
は
防
犯
上
の
問
題
も

あ
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
建
物
を
撤

去
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

撤
去
後
は
、
市
有
財
産
の
有
効
活
用
、

あ
る
い
は
財
源
確
保
と
い
っ
た
観
点
か

ら
、
速
や
か
に
民
間
事
業
者
な
ど
と
連
携

を
図
り
、
戸
建
て
住
宅
用
地
と
し
て
売
却

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

多
伎
い
ち
じ
く
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

―
―
―
―
―
―
―
―
坂
根

守

廃
屋
化
し
て
い
る
旧
市
営
来
原
住
宅
の

早
期
対
応
を

―
―
―
―
―
―
―
―
板
倉

明
弘

一一般般質質問問
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問
中
国
電
力
の
神
戸
川
水
利
使
用
の

期
限
が
３
月
３１
日
に
迫
り
、
県
が

設
置
さ
れ
た
専
門
委
員
会
の
報
告
も
あ
っ

た
。
中
電
の
水
利
使
用
、
な
ら
び
に
神
戸

川
の
河
川
環
境
再
生
の
た
め
市
長
は
ど
う

対
応
さ
れ
る
の
か
。

市
長専

門
委
員
会
の
報
告
で
は
、
河
川
環
境

の
悪
化
な
ど
の
因
果
関
係
が
明
確
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。
今
の
段
階
で
来
島
ダ
ム
か

ら
の
分
水
を
完
全
に
止
め
る
こ
と
は
難
し

い
状
況
で
す
。
水
量
・
水
質
な
ど
の
改

善
、
漁
獲
の
復
活
に
向
け
、
現
実
的
な
対

策
を
国
・
県
・
中
電
に
強
く
求
め
て
い
き

ま
す
。

問
平
成
９
年
の
改
正
河
川
法
を
受

け
、
分
水
に
対
す
る
弁
護
士
の
見

解
は
。

農
林
水
産
調
整
監

来
島
ダ
ム
か
ら
の
放
流
と
河
川
環
境
の

悪
化
の
因
果
関
係
が
証
明
さ
れ
な
い
限
り
、

分
水
の
中
止
は
で
き
な
い
と
い
う
の
が
全

国
市
長
会
の
顧
問
弁
護
士
の
見
解
で
す
。

問
専
門
委
員
会
の
報
告
で
は
、
来
島

ダ
ム
か
ら
の
放
流
量
を
数
年
間
増

量
し
、
水
質
や
生
物
な
ど
の
調
査
分
析
を

行
う
と
い
う
方
策
が
示
さ
れ
て
い
る
。
調

査
分
析
の
結
果
が
満
足
で
き
る
も
の
で
な

か
っ
た
場
合
、
市
長
は
、
分
水
中
止
の
働

き
か
け
を
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
。

市
長選

択
肢
の
一
つ
と
し
て
あ
り
ま
す
が
、

早
急
に
こ
の
段
階
で
は
言
え
ま
せ
ん
。
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
、
ま
た
、
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
っ
て
、
最
終
的
な
方

向
を
定
め
て
い
き
ま
す
。

問
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
く
中
で
、

「
買
い
物
・
ご
み
捨
て
」
支
援
を

求
め
る
声
が
あ
る
。
コ
ミ
セ
ン
・
社
会
福

祉
協
議
会
と
協
力
し
て
高
齢
者
の
安
心
・

安
全
に
貢
献
さ
れ
た
い
。
年
々
香
典
返
し

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
具
体

的
に
「
買
い
物
支
援
・
ご
み
捨
て
支
援
」

の
施
策
を
示
せ
ば
市
民
も
そ
の
必
要
性
を

認
め
、
増
加
す
る
の
で
は
な
い
か
。

以
前
は
買
い
物
支
援
と
し
て
「
移
動
購

買
車
・
マ
マ
さ
ん
号
」
な
ど
が
あ
っ
て
重

宝
さ
れ
て
い
た
。
１０
キ
ロ
も
す
る
ご
み
袋

を
指
定
場
所
へ
移
動
す
る
の
も
大
変
だ
。

事
業
者
へ
の
補
助
金
の
支
給
な
ど
、
１
〜

２
か
所
モ
デ
ル
地
域
を
設
置
し
て
試
験
的

に
実
施
さ
れ
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
効
果
的
な
助
け

合
い
実
現
の
た
め
に
、
市
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
コ
ミ
セ
ン
、
自
治
会
な
ど
の
連
携

が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
日

常
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
に
つ
い
て
モ
デ
ル
地
区
の
提
案
も
含
め

て
相
談
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
他
の
先

進
事
例
も
参
考
に
し
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
商
品
を
配
達

す
る
商
店
、
自
動
車
で
訪
問
販
売
す
る
事

業
者
、
弁
当
の
配
達
、
理
容
・
美
容
の
出

張
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
可
能
な
店
の
情
報

を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（「
て
ご
ナ
ビ
」）

な
ど
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
毎
月

４
５
０
０
件
の
利
用
が
あ
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。

神
戸
川
の
河
川
環
境
再
生
に
向
け
て
の

取
り
組
み
を

―
―
―
―
―
―
―
―
板
垣

成
二

高
齢
者
の
安
心
・
安
全

買
い
物
支
援
・
ご
み
捨
て
支
援
を

―
―
―
―
―
―
―
―
保
科

孝
充出雲市社会福祉協議会のホームページ

「てごナビ」高齢者安心支援センター

神戸川の状況（佐田町上橋波）

一一般般質質問問
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問
東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
が
経
過

し
た
が
、
被
災
地
は
、
生
活
再
建

も
ま
ま
な
ら
ぬ
深
刻
な
状
況
で
あ
る
。
原

子
力
規
制
委
員
会
は
「
新
安
全
基
準
」
を

ま
と
め
た
が
、
電
源
喪
失
・
地
震
や
津
波

な
ど
へ
の
肝
心
な
対
策
が
不
十
分
で
あ

る
。
原
発
ゼ
ロ
の
立
場
を
抜
き
に
し
た
安

全
基
準
づ
く
り
は
、
新
た
な
安
全
神
話
そ

の
も
の
で
し
か
な
い
。

将
来
に
向
け
、
根
本
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
転
換
が
急
務
で
あ
る
。
本
市
で
の

取
り
組
み
は
い
か
が
か
。

「
広
域
避
難
計
画
」
は
具
体
性
に
欠
け
、

福
祉
施
設
入
所
者
な
ど
要
援
護
者
の
行
き

先
に
、
関
東
、
九
州
な
ど
も
含
ま
れ
多
く

の
課
題
と
不
安
が
あ
る
。
所
見
を
伺
う
。

防
災
安
全
管
理
監

本
年
２
月
６
日
「
新
し
い
安
全
基
準
の

骨
子
案
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

原
子
力
発
電
所
を
稼
働
す
る
う
え
で
の
最

低
限
の
安
全
基
準
と
し
て
示
さ
れ
て
お

り
、
今
後
の
協
議
経
過
を
注
視
し
て
い
き

ま
す
。

原
子
力
発
電
に
過
度
に
依
存
し
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の
転
換
が
必
要
で
あ

り
、
本
市
で
は
、
太
陽
光
発
電
や
バ
イ
オ

マ
ス
資
源
の
利
用
促
進
、
中
小
水
力
発
電

の
事
業
展
開
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。
脱
原

発
を
実
現
す
る
に
は
時
間
を
要
し
、
長
期

に
リ
ス
ク
と
向
か
い
合
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
広
域
避
難
計
画
は
、
問
題
点
が
さ
ま

ざ
ま
あ
り
、
国
・
県
・
市
の
役
割
を
整
理
し

実
効
性
の
あ
る
方
策
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

問
神
話
で
名
高
い
薗
の
長
浜
、
湊
原
、

稲
佐
浜
の
環
境
が
大
変
悪
化
し
て

い
る
。
海
岸
浸
食
や
微
砂
の
問
題
、
海
岸
保

安
林
の
消
滅
や
漂
流
ゴ
ミ
の
堆
積
な
ど
。
一

方
で
は
漁
場
の
変
化
は
著
し
く
、
ハ
マ
グ
リ

や
バ
イ
貝
が
採
れ
な
く
な
り
ア
ミ
エ
ビ
や

鰯
が
姿
を
消
し
た
。
海
藻
が
減
り
モ
ズ
ク
や

ア
ワ
ビ
が
少
な
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
変

化
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。
現

在
、
神
戸
川
流
域
の
環
境
悪
化
が
問
題
に
な

り
、
来
島
ダ
ム
の
２
億
ト
ン
の
水
を
神
戸
川

に
戻
せ
と
の
陳
情
が
出
て
い
る
。
山
と
川
と

海
は
互
い
に
連
携
し
自
然
を
豊
か
に
育
ん

で
い
る
。
大
局
的
な
見
地
で
神
戸
川
の
水
は

元
に
戻
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

農
林
水
産
調
整
監

海
岸
浸
食
に
つ
い
て
は
、
県
事
業
と
し

て
護
岸
工
事
や
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
を

進
め
、
大
社
漁
港
の
し
ゅ
ん
せ
つ
砂
を
再
利

用
し
対
応
し
て
い
ま
す
。
飛
砂
対
策
で
は
海

岸
環
境
整
備
事
業
を
平
成
１５
年
に
行
い
、

「
き
づ
き
海
浜
公
園
」
と
し
、
今
後
こ
の
延

長
整
備
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
海
岸
林
の
対

策
は
、
そ
の
復
元
に
向
け
松
く
い
虫
対
策
事

業
を
進
め
ま
す
。

市
長森

と
川
と
海
の
環
境
問
題
の
捉
え
方
に

つ
い
て
は
同
感
で
、
漁
業
者
が
森
林
に
対
す

る
活
動
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
ま
す
。
環
境
変
化
は
複
合
的
で
そ
れ
ら
を

一
つ
ず
つ
除
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
神
戸
川

の
水
問
題
は
今
後
の
影
響
を
総
合
的
に
考

え
最
終
的
な
方
向
を
出
し
ま
す
。

問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
を

求
め
る
声
は
大
き
く
、
切
実
な
も
の

が
あ
り
、
定
員
増
を
求
め
る
。
ま
た
、
介
護

保
険
の
生
活
支
援
が
１５
分
短
縮
さ
れ
、
４５
分

に
な
っ
た
こ
と
で
、
現
場
の
方
や
利
用
者
の

方
か
ら
「
買
い
物
を
し
た
ら
他
に
何
も
で
き

な
い
」
、「
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
時
間
が
と
れ
な
い
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
実
態
調
査
と
と
も
に
必
要
な

改
善
を
求
め
る
。

高
騰
の
続
く
介
護
保
険
料
は
生
活
を
圧

迫
し
て
い
る
。
以
前
、（
当
時
の
）
市
長
は

「
保
険
料
と
い
う
の
は
４
千
円
台
後
半
は

あ
っ
て
も
５
千
円
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う

答
弁
を
さ
れ
た
が
、
今
は
５
千
円
を
超
え
て

い
る
。
実
態
調
査
と
と
も
に
、
保
険
料
の
引

原
発
事
故
か
ら
２
年
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

推
進
、
避
難
計
画
の
具
体
化
を
伺
う

―
―
―
―
―
―
―
―
井
原

優

大
社
湾
海
岸
の
環
境
変
化
に
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か

―
―
―
―
―
―
―
―
杉
谷

寿
之

介
護
負
担
の
軽
減
と
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

―
―
―
―
―
―
―
―
大
国

陽
介

一一般般質質問問
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問
出
雲
市
の
財
政
は
危
険
水
域
に
あ

る
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、
出

雲
市
財
政
計
画
が
公
表
さ
れ
、
さ
ら
な
る
行

財
政
改
革
の
推
進
施
策
が
示
さ
れ
た
。
こ
の

よ
う
な
背
景
の
中
で
支
所
の
組
織
・
機
構
の

見
直
し
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

大
き
く
な
っ
た
出
雲
市
の
組
織
・
機
構

は
、
法
定
合
併
協
議
会
で
本
庁
・
支
所
方
式

で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
が
確
認
さ

れ
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

行
財
政
改
革
の
視
点
だ
け
で
と
ら
え
ず
、

各
地
域
に
お
け
る
支
所
の
存
在
価
値
を
明
確

に
し
、
地
域
の
拠
点
と
し
て
高
く
評
価
し
、

大
事
に
す
る
視
点
か
ら
の
議
論
が
必
要
だ
。

総
合
政
策
部
長

合
併
以
降
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
、
総
人
件

費
の
抑
制
な
ど
に
取
り
組
み
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
効
率
的
に
提
供
し
、
新
た
な
行
政
課
題

に
も
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、
支
所
は
も
と

よ
り
、
本
庁
も
含
め
た
行
政
組
織
の
効
率
化

を
段
階
的

に
進
め
て

い
ま
す
。

こ
の
度

の
見
直
し

で
は
、
地

域
の
皆
さ

ん
が
一
番

求
め
て
い

る
窓
口
業

務
を
中
心

と
し
た
基

本
的
な
役

割
を
重
点

的
に
支
所

で
担
う
よ

う
進
め
て
い
ま
す
。

支
所
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
協

議
会
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
検
討
し
て
き

ま
し
た
。

き
下
げ
や
減
免
制
度
の
充
実
を
求
め
る
。

健
康
福
祉
部
長

昨
年
７
月
１
日
現
在
で
、
特
養
ホ
ー
ム
は

１
０
２
６
床
あ
り
、
待
機
者
は
１
２
５
１

人
。
在
宅
の
待
機
者
の
方
の
う
ち
、
要
介
護

３
か
ら
５
ま
で
の
方
は
２
９
７
人
で
す
。
施

設
整
備
に
つ
い
て
、
第
５
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
中
で
特
養
を
３０
床
増
設
す
る
ほ
か
、

老
人
保
健
施
設
な
ど
の
整
備
を
行
い
、
第
６

期
計
画
の
策
定
の
中
で
さ
ら
に
検
討
し
ま

す
。生

活
援
助
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
市
に
対
し
て
利
用
者
や
事
業

者
な
ど
か
ら
の
苦
情
も
な
く
、
混
乱
な
く

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
今
後
、
関
係
団
体
な
ど
を
通

じ
な
が
ら
利
用
者
や
事
業
者
な
ど
の
状
況

の
把
握
に
努
め
ま
す
。

問
神
戸
川
の
河
川
環
境
を
改
善
す
る

に
は
来
島
ダ
ム
に
よ
る
取
水
を
是

正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
。

①
渇
水
時
に
お
け
る
発
電
用
水
と
農
業
用

水
と
の
河
川
法
上
の
優
先
順
位
は
。

②
神
西
湖
漁
協
は
、
神
戸
川
の
関
係
河
川
使

用
者
で
は
な
い
か
。

③
水
利
権
更
新
に
あ
た
っ
て
の
市
長
の
考

え
は
。
水
を
戻
し
て
も
ら
う
運
動
の
先
頭
に

立
つ
べ
き
で
は
な
い
か
。

農
林
水
産
調
整
監

①
通
常
は
流
水
の
占
用
許
可
を
受
け
た
順

番
で
あ
り
、
本
河
川
で
は
、
原
則
農
業
用
水

が
優
先
し
ま
す
。
互
譲
の
精
神
を
も
っ
て
協

調
し
て
河
川
使
用
を
行
う
べ
き
と
も
さ
れ

て
い
ま
す
。

②
漁
業
権
の
設
定
が
十
間
川
に
あ
り
、
神
戸

川
に
は
な
い
た
め
該
当
し
ま
せ
ん
。

市
長

③
神
戸
川
の
環
境
悪
化
に
対
す
る
住
民
の

不
満
、
不
安
は
承
知
し
て
い
ま
す
。
水
利
権

更
新
を
止
め
る
に
は
、
水
質
悪
化
と
来
島
ダ

ム
と
の
因
果
関
係
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
当
面
、
で
き

る
限
り
多
く
の
水
量
を
神
戸
川
に
戻
し
て

も
ら
い
、
河
川
環
境
の
改
善
に
向
け
調
査
な

ど
を
継
続
実
施
し
、
さ
ら
に
必
要
な
対
応
を

検
証
す
る
と
い
う
、
段
階
的
な
対
応
が
現
実

的
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
神
戸
川
全
川
の
国
直
轄
管
理
と
い

う
か
た
ち
で
浄
化
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

問
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
正
面

入
り
口
の
自
動
ド
ア
が
近
距
離
で

二
重
に
な
っ
て
い
て
、
開
い
た
状
態
が
多

く
大
変
寒
い
。
そ
の
応
急
の
改
善
と
根
本

支
所
の
組
織
・
機
構
の
見
直
し
を
伺
う

―
―
―
―
―
―
―
―
荒
木

孝

母
な
る
清
流
神
戸
川
の
環
境
悪
化
を

検
証
す
べ
き

―
―
―
―
―
―
―
―
寺
田

昌
弘

近
頃
の
市
民
の
声
の
中
か
ら

―
―
―
―
―
―
―
―
小
村

吉
一

佐田支所

一一般般質質問問
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的
な
対
策
を
伺
う
。

総
合
政
策
部
長

出
入
り
口
が
北
向
き
で
患
者
の
皆
さ
ん

に
は
、
寒
さ
の
点
で
不
便
を
か
け
て
い
ま

す
。
出
入
り
口
の
位
置
や
形
状
変
更
な
ど

抜
本
的
な
対
策
は
、
多
額
な
費
用
が
伴
う

の
で
現
段
階
で
は
困
難
で
す
が
、
暖
房
機

器
、
風
よ
け
つ
い
立
て
、
待
合
室
の
配
置

変
更
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ひ
ざ

掛
け
も
用
意
し
て
、
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

問
支
所
の
見
直
し
は
、
最
終
段
階
に

入
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
市
民
に

接
す
る
最
前
線
と
し
て
の
支
所
の
役
割
が

十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

総
合
政
策
部
長

窓
口
業
務
機
能
、
防
災
拠
点
機
能
な

ど
を
中
心
に
、
本
庁
と
支
所
の
あ
り
方
や

体
制
を
中
心
に
検
討
し
て
い
ま
す
。
支
所

の
役
割
は
確
保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
平
田
支
所
の
場
合
で
も
、
こ
の
８

年
間
に
、
大
変
多
く
の
職
員
が
削

減
さ
れ
、
空
き
部
屋
だ
ら
け
に
な
っ
て
い

る
。
支
所
は
、
市
民
の
安
心
感
に
も
つ
な

が
る
た
め
、
こ
れ
以
上
の
職
員
の
削
減
は
、

や
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
が
、
ど

う
か
。

総
合
政
策
部
長

人
員
削
減
は
、
斐
川
支
所
を
含
め
て
３０
数

名
ま
で
詰
め
て
い
ま
す
が
、
今
し
ば
ら
く
時

間
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
「
新
た
な
出
雲
の
國
づ
く
り
計
画
」

が
創
造
さ
れ
、
未
来
に
つ
な
が
る

農
工
商
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
都
市
づ
く
り

を
期
待
し
て
い
る
。

①
農
林
水
産
業
の
振
興
策
に
よ
り
農
業
経

営
が
安
定
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
未
来
農
業
へ
の
方
向
性

②
農
業
者
が
抱
え
て
い
る
担
い
手
不
足
に

よ
る
離
農
対
策
や
高
齢
化
に
よ
る
特
産
農

家
の
持
続
可
能
な
就
農
支
援
対
策
な
ど
、

１０
年
２０
年
先
を
見
据
え
た
農
業
振
興
に
つ

い
て
、
市
長
に
伺
い
た
い
。

市
長

①
本
市
の
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
県
内
最

大
の
穀
倉
地
帯
で
、
農
業
産
出
額
は
県
内

の
４
分
の
１
を
占
め
る
本
市
の
基
幹
産
業

で
あ
り
、
集
落
の
維
持
を
図
る
う
え
で
も

重
要
で
す
。

農
業
者
の
高
齢
化
で
担
い
手
不
足
、
遊

休
農
地
な
ど
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
る

こ
と
は
事
実
で
す
。
具
体
的
に
は
、
担
い

手
対
策
、
経
営
基
盤
強
化
対
策
、
特
産
振

興
を
３
つ
の
柱
と
し
て
施
策
の
展
開
を

図
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
担
い
手
対
策
は
地
域
環
境
に
応
じ
た
多

目
的
な
育
成
を
図
り
、
農
地
利
用
集
積
円

滑
化
事
業
を
活
用
し
経
営
の
多
角
化
と
３

Ｆ
・
産
地
拡
大
事
業
を
活
用
し
て
６
次
産

業
に
つ
な
が
る
農
業
経
営
の
安
定
に
よ
り

未
来
農
業
へ
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

問
出
雲
市
は
未
曽
有
の
財
政
危
機
に

陥
っ
た
。
こ
の
責
任
は
だ
れ
に
あ

る
と
思
う
か
。
市
長
か
、
議
員
か
、
そ
れ

と
も
選
ん
だ
市
民
か
。

地
方
自
治
法
の
１
３
８
条
の
２
項
以
下

に
権
限
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。「
首
長
は
、

地
方
公
共
団
体
を
総
括
し
、
こ
れ
を
代
表
し

て
地
方
公
共
団
体
の
事
務
を
自
ら
の
判
断

と
責
任
で
管
理
し
執
行
す
る
。」
自
ら
の
判

断
と
責
任
が
強
調
さ
れ
て
い
る

の
は
、
他
の
機
関
、
と
り
わ
け
議

会
か
ら
の
干
渉
や
指
図
に
と
ら

わ
れ
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
明
ら
か
に
市
長
が
最
終
的

な
責
任
を
負
う
こ
と
が
明
記
さ

れ
て
い
る
が
、
い
か
が
か
。

市
長市

長
に
与
え
ら
れ
た
権
限

は
、
相
当
大
き
な
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
議
会
の
皆
さ
ま
に
納

得
い
た
だ
け
る
よ
う
な
形
で
な

け
れ
ば
、
何
事
も
自
分
の
判
断
で
全
て
を
決

め
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
住

民
の
代
表
で
あ
る
議
会
の
大
方
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
も
の
が
決

ま
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。
と
も
あ

れ
、
我
々
の
次
の
世
代
に
、
大
き
な
負
担
を

残
さ
な
い
、
そ
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
く
覚

悟
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
理

解
を
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

未
来
に
つ
な
が
る
農
業
振
興
策
を

伺
い
た
い

―
―
―
―
―
―
―
―
井
上

惠
夫

財
政
危
機
は
だ
れ
の
責
任
か

―
―
―
―
―
―
―
―
原

隆
利

一一般般質質問問

市民向け財政白書
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問
平
成
２５
年
度
当
初
予
算
編
成
の
基

本
的
な
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。
歳

出
全
般
に
わ
た
る
徹
底
的
な
経
費
削
減

や
、
行
財
政
改
革
を
図
る
一
方
で
、
限
ら

れ
た
財
源
で
最
大
限
の
効
果
が
発
揮
で
き

る
よ
う
に
配
慮
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
を
支
援
す
る
金

融
円
滑
化
法
の
期
限
が
、
こ
の
３
月
末
に

迫
っ
て
い
る
が
、
全
国
的
に
も
倒
産
急
増

の
お
そ
れ
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
で
、
本

市
の
中
小
企
業
に
と
っ
て
も
厳
し
い
経
営

環
境
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
の
な
か
、
市
と
し
て
少
な
い

財
政
出
動
で
、
ど
の
よ
う
な
支
援
、
対
策

を
講
じ
て
い
く
の
か
。

産
業
観
光
部
長

県
で
は
、
金
融
円
滑
化
法
の
終
了
を
見

据
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
の
実
施
が
検
討

さ
れ
て
お
り
、
市
も
県
と
連
携
し
て
支
援

を
行
い
ま
す
。
県
制
度
融
資
に
お
い
て

は
、
資
金
繰
り
安
定
化
対
応
資
金
の
取
扱

期
間
の
延
長
や
、
経
営
改
善
長
期
借
換
資

金
と
経
営
力
強
化
支
援
資
金
が
新
た
に
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
れ
ら
二
つ

の
県
制
度
融
資
に
も
、
中
小
企
業
信
用
保

証
料
の
補
助
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
円
滑

化
法
終
了
に
よ
り
影
響
が
懸
念
す
る
企
業

に
対
し
て
、
商
工
団
体
、
金
融
機
関
な
ど

を
構
成
団
体
と
す
る
連
絡
協
議
会
を
設
置

し
、
具
体
的
な
企
業
支
援
を
行
い
ま
す
。

問
当
該
空
港
を
利
用
す
る
観
光
、

ビ
ジ
ネ
ス
客
な
ど
は
年
々
減
少

し
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
こ
近
年
は

ピ
ー
ク
時（
平
成
１４
年
、
７７
万
８
千
人
）

か
ら
１４
万
人
も
減
少
し
て
い
る
。
今
後
、

誘
客
対
策
と
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア
方
面

な
ど
海
外
か
ら
の
誘
客
や
、
空
港
を
活

用
し
た
朝
市
の
開
催
な
ど
多
様
な
企
画

と
実
行
が
急
務
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年

欠
航
が
相
次
い
で
お
り
、
こ
の
２
か
年

は
極
め
て
多
く
発
生
し
、
平
成
２２
年
度

で
１
４
３
回
、
平
成
２３
年
度
で
２
１
４
回

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
出
雲
・
大

阪
間
の
サ
ー
ブ
機
で
、
利
用
客
に
大
き
な

迷
惑
が
及
ん
で
い
る
。
改
善
策
を
早
急
に

立
て
利
用
客
の
信
頼
感
、
安
全
安
心
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
併
せ
て

バ
ー
ド
ス
ト
ラ
イ
ク
（
航
空
機
へ
の
野
鳥

衝
突
）
の
抜
本
的
対
策
を
求
め
る
。

総
合
政
策
部
長

本
市
と
し
て
は
２１
世
紀
出
雲
空
港
利
用

促
進
協
議
会
に
よ
る
利
用
促
進
対
策
と
し

て
、
安
全
安
心
を
前
提
に
機
材
の
中
型
化

な
ど
に
よ
る
総
座
席
数
の
確
保
や
、
休
止

し
て
い
る
名
古
屋
便
、
札
幌
便
の
復
活
な

ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
欠
航
に
つ
い
て

は
、
そ
の
多
く
が
防
氷
装
置
の
不
具
合
で

あ
る
と
聞
い
て
お
り
、
重
要
な
問
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
運
航
事
業
者
に

対
し
機
材
点
検
の
さ
ら
な
る
強
化
や
機
材

の
変
更
な
ど
、
安
全
安
心
な
運
航
を
要
望

し
て
い
ま
す
。
バ
ー
ド
ス
ト
ラ
イ
ク
の
防

止
に
つ
い
て
は
実
弾
に
よ
る
駆
除
再
開
、

定
期
的
な
バ
ー
ド
パ
ト
ロ
ー
ル
の
導
入
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

問
今
期
の
４
年
間
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
関
し
て
６
回
の
質
問
を
し
た
。

今
回
は
、「
出
雲
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計

画
」
後
期
の
策
定
を
経
て
、
大
型
施
設
の

整
備
の
方
向
性
に
つ
い
て
出
雲
市
ス
ポ
ー

ツ
振
興
審
議
会
か
ら
市
に
答
申
さ
れ
た

「
出
雲
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

具
体
策
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
の
意
気
込

み
を
伺
う
。

限
ら
れ
た
財
源
で
、
中
小
企
業
を

ど
う
支
援
す
る
の
か

―
―
―
―
―
―
―
―
松
村

豪
人

出
雲
縁
結
び
空
港
の
欠
航
原
因
を

改
善
し
利
用
客
の
増
加
対
策
を
早
急
に

―
―
―
―
―
―
―
―
伊
藤

繁
満

ス
ポ
ー
ツ
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
体
策
は

―
―
―
―
―
―
―
―
萬
代

輝
正

拠点空港として活性化が期待される出雲縁結び空港

一一般般質質問問



18いずも市議会だより ３２号

文
化
環
境
部
長

出
雲
体
育
館
と
平
田
体
育
館
に
つ
い
て

は
、
老
朽
化
が
進
行
し
て
お
り
、
早
期
建
て

替
え
が
必
要
で
あ
り
、
両
施
設
を
統
合
し
、

シ
ン
ボ
ル
的
な
大
規
模
体
育
館
の
建
設
が

望
ま
し
い
と
の
答
申
が
審
議
会
か
ら
あ
り

ま
し
た
。
市
と
し
て
は
、
県
立
浜
山
公
園
の

カ
ミ
ア
リ
ー
ナ
と
の
連
携
、
周
辺
部
の
体
育

館
と
の
役
割
分
担
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

そ
の
規
模
や
機
能
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ン
ド
の
関
係
で
は
、
天
然

芝
は
足
腰
へ
の
負
担
が
少
な
い
と
い
う
長

所
も
あ
り
ま
す
が
、
冬
場
は
養
生
の
た
め
、

利
用
が
制
限
さ
れ
る
と
い
う
短
所
も
あ
り

ま
す
。
一
方
で
、
人
工
芝
グ
ラ
ン
ド
は
年
間

を
通
じ
て
利
用
が
可
能
で
あ
り
、
水
は
け
も

良
く
利
便
性
も
あ
り
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
を
主

と
し
な
が
ら
も
、
フ
ッ
ト
サ
ル
や
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
な
ど
、
年
間
を
通
じ
て
多
目
的
に
利

用
が
で
き
る
人
工
芝
グ
ラ
ン
ド
の
整
備
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
大
阪
市
立
桜
宮
高
等
学
校
で
の
、

部
活
動
顧
問
か
ら
体
罰
を
受
け
た

生
徒
が
、
自
ら
の
命
を
絶
つ
と
い
う
痛
ま

し
い
事
案
の
発
生
や
、
全
日
本
柔
道
連
盟

が
、
柔
道
の
全
日
本
女
子
代
表
選
手
か

ら
、
暴
力
・
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為

な
ど
を
訴
え
る
告
発
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
市
に
お
け
る
教
職
員
の
体

罰
に
つ
い
て
３
点
伺
う
。

①
教
職
員
の
体
罰
の
実
態
に
つ
い
て
現
状

は
ど
う
か
。

②
体
罰
に
か
か
る
指
導
を
現
場
関
係
者
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

③
教
育
に
お
け
る
体
罰
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長

①
体
罰
は
決
し
て
許
す
こ
と
の
で
き
な
い

人
権
侵
害
で
あ
る
と
い
う
姿
勢
で
、
学
校
に

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
大

阪
市
の
事
案
が
発
生
す
る
以
前
か
ら
、
体
罰

防
止
の
指
導
を
し
て
き
て
い
ま
す
。

②
平
成
２３
年
６
月
に
は
、
体
罰
に
関
す
る

教
育
長
コ
メ
ン
ト
「
体
罰
は
、
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
お
り
、
決
し
て
許
さ
れ
な
い
行

為
で
あ
り
、
教
育
や
生
徒
指
導
と
は
相
入

れ
な
い
暴
力
で
あ
る
こ
と
。
体
罰
を
行
っ

た
場
合
は
報
告
す
る
こ
と
。」
を
発
し
て
い

ま
す
。

③
こ
れ
を
受
け
、
各
学
校
で
は
、
教
職
員

の
人
権
意
識
の
高
揚
と
指
導
力
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

問
斐
川
町
と
合
併
し
、
新
年
度
を
迎

え
る
に
あ
た
り
出
雲
市
の
総
合
基

本
計
画
「
出
雲
未
来
図
」
が
発
表
さ
れ

た
。
近
い
将
来
、
行
政
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

の
手
法
が
大
き
く
変
化
し
て
い
く
こ
と
が

予
測
さ
れ
る
今
日
、
本
市
の
財
政
改
革
を

さ
ら
に
加
速
す
る
た
め
に

一
つ
と
し
て
、
市
が
設
置
し
た
８
０
０

を
超
え
る
公
共
施
設
と
上
下
水
道
や
道
路

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
デ
ー
タ
を
早
急

に
一
元
化
す
べ
き
と
考
え
る
。

二
つ
と
し
て
、
市
が
外
部
委
託
し
て
い

る
１
０
４
カ
所
の
指
定
管
理
事
業
の
再
点

検
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

市
長現

在
の
厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
の
一
日

も
早
い
脱
却
を
図
る
た
め
に
、
徹
底
し
た

事
務
事
業
の
見
直
し
に
取
り
組
み
ま
す
。

今
後
、
将
来
の
修
繕
費
や
更
新
経
費
な
ど

を
把
握
す
る
た
め
に
は
市
の
す
べ
て
の
公

共
施
設
を
見
通
す
デ
ー
タ
が
必
要
で
す
。

現
状
で
は
公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
施
設
に

つ
い
て
は
台
帳
を
整
備
し
、

所
管
課
ご
と
に
デ
ー
タ
の
管

理
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

効
率
的
で
実
用
的
な
財
産
管

理
の
仕
組
み
と
し
て
、
一
元

管
理
に
つ
い
て
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
指
定
管
理
事

業
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
先

日
の
外
部
監
査
委
員
か
ら
の

指
摘
事
項
を
含
め
、
法
的
な

制
約
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
検
討
し
て
事
業
の

改
善
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
に
お
け
る

教
職
員
の
体
罰
を
問
う

―
―
―
―
―
―
―
―
狩
野

正
文

改
善
・
改
善
・
ま
た
カ
イ
ゼ
ン
を

―
―
―
―
―
―
―
―
直
良

昌
幸

一一般般質質問問

次世代のための新生！
再生のまちづくり計画－有言実行を！
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問
産
業
振
興
に
つ
い
て
次
の
質
問
を

し
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

①
財
政
健
全
化
や
持
続
可
能
な
財
政
運
営

を
行
う
こ
と
を
目
的
に
策
定
さ
れ
た
財
政

計
画
で
は
、
公
共
事
業
費
を
抑
制
す
る
考

え
が
示
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
民
間
投
資

を
喚
起
す
る
政
策
が
必
要
と
考
え
る
。
市

長
の
考
え
を
伺
う
。

②
３
月
末
に
、
尾
道
松
江
線
の
う
ち
、
広

島
県
三
次
市
か
ら
三
刀
屋
木
次
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
ま
で
が
開
通
す
る
。
こ
の
こ
と

を
産
業
振
興
に
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の

か
伺
う
。

市
長

①
集
中
整
備
し
て
き
た
社
会
基
盤
を
生
か

し
な
が
ら
、
新
た
な
民
間
投
資
を
誘
導
し

て
い
ま
す
。
市
内
の
商
工
業
者
の
投
資
誘

導
が
行
え
る
よ
う
な
新
製
品
の
開
発
、
ま

た
、
農
商
工
連
携
、
異
業
種
交
流
な
ど
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
全
国
へ
本
市
の
魅

力
を
発
信
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
誘
致
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

②
本
市
の
産
業
観
光
振
興
に
と
っ
て
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
て
い
ま
す
。
広
島
、

岡
山
、
さ
ら
に
四
国
地
方
で
、
積
極
的
な

誘
致
活
動
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
広
島
県
北
部
も
出
雲
の
商
圏
に
取
り

込
む
よ
う
に
、
小
売
業
の
魅
力
ア
ッ
プ
の

取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

観
光
面
で
は
、
高
速
道
路
網
を
活
用
し
た

多
用
な
観
光
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
広
く
ア

ピ
ー
ル
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
３
番
目
、
緊
急
課
題
で
あ
る
避
難

道
路
計
画
は
全
く
示
さ
れ
な
い
一

方
、
財
政
難
の
下
で
計
画
に
挙
げ
な
く
て

良
い
高
額
道
路
改
良
事
業
が
連
続
発
注
、

情
報
公
開
し
解
析
し
た
ら
、
平
成
の
世
直

し
人
の
指
摘
ど
お
り
、
緊
急
性
な
し
、
特

定
業
者
受
注
、
工
事
手
法
膨
大
な
か
さ
上

げ
、
中
に
は
歴
然
と
談
合
落
札
を
否
定
で

き
な
い
事
案
も
、
県
内
一
番
の
利
権
誘

導
、
汚
れ
切
っ
た
出
雲
市
政
が
こ
の
４
年

間
で
さ
ら
に
増
強
、
巧
妙
と
悪
政
の
進
化

は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
失
っ
て
い
る
。

都
市
建
設
部
長

島
根
原
子
力
発
電
所
避
難
道
路
に
つ
い

て
、
大
野
本
線
か
ら
西
へ
進
み
、
伊
野
川

を
渡
っ
て
伊
野
本
線
を
横
断
し
、
国
道

４
３
１
号
線
島
根
ゴ
ル
フ
場
入
口
ま
で
の

美
野
本
線
の
計
画
、
本
市
の
美
野
本
線
に

つ
い
て
は
、
平
成
２０
年
度
か
ら
、
平
成
２９

年
度
ま
で
の
１０
か
年
計
画
を
基
本
に
、
地

元
の
協
力
体
制
、
合
意
形
成
が
図
ら
れ

た
上
で
整
備
を
す
す
め
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

問
島
根
原
発
の
避
難
道
路
問
題
、
私

は
合
併
前
に
市
長
に
伊
野
の
玄
関

口
と
し
て
、
そ
し
て
国
富
の
旅
伏
駅
の
所

の
避
難
道
路
踏
切
の
拡
張
も
、
５
年
経
っ

て
も
１０
年
経
っ
て
も
あ
な
た
の
主
体
性
の

無
い
答
弁
。
西
尾
前
市
長
、
野
津
前
副
市

長
、
森
山
前
部
長
だ
っ
た
ら
も
う
ど
ん
ど

ん
で
き
て
ま
す
よ
。

市
長島

根
県
が
策
定
し
た
原
子
力
災
害
に
備

え
た
広
域
避
難
計
画
に
避
難
ル
ー
ト
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

積
極
的
な
産
業
振
興
支
援
を

―
―
―
―
―
―
―
―
板
倉

一
郎

長
岡
市
政
４
年
の
歩
み
「
市
民
の
眼
」

で
総
括
、
断
崖
絶
壁
脱
出
の
道
を
質
す

―
―
―
―
―
―
―
―
木
佐

宏

商店が増えてきた神門通り

利権絡み浪費続行・大野本線～美野本線経由
国道４３１号不可避・原発避難道路は１０年放置

一一般般質質問問
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いずも市議会だより ３２号
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

番 号

諮第４号

議第６９号
議第７０号
議第７１号
議第７２号
議第７３号
議第７４号
議第７５号
議第７６号
議第７７号
議第７８号
議第７９号
議第８０号
議第８１号
議第８２号
議第８３号
議第８４号
議第８５号
議第８６号
議第８７号
議第８８号
議第８９号
議第９０号
議第９１号
議第９２号
議第９３号
議第９４号
議第９５号
議第９６号
議第９７号
議第９８号
議第９９号
議第１００号
議第１０１号
議第１０２号
議第１０３号
議第１０４号
議第１０５号
議第１０６号

議第１０７号

議第１０８号
議第１０９号

○：賛成、●：反対、－：欠席・棄権
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反
対

０

１
０
０
０
０
０
０
０
０
４
３
０
０
４
３
３
３
０
０
０
０
３
０
０
０
０
３
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

４

３
０

賛
成

３６

３５
３６
３６
３６
３６
３６
３６
３６
３６
３２
３３
３６
３６
３２
３３
３３
３３
３６
３６
３６
３６
３３
３６
３６
３６
３６
３３
３６
３６
３６
３６
３６
３６
３６
３６
３６
３６
３６

３２

３３
３６

審議結果

同 意

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決
原案可決

議 案 名

人権擁護委員候補者につき意見を求めることについて（梶谷順氏、加地崇
志氏、渡部洋子氏）
平成２４年度（２０１２）出雲市一般会計第６回補正予算
平成２４年度（２０１２）出雲市国民健康保険事業特別会計第３回補正予算
平成２４年度（２０１２）出雲市介護保険事業特別会計第４回補正予算
平成２４年度（２０１２）出雲市簡易水道事業特別会計第２回補正予算
平成２４年度（２０１２）出雲市下水道事業特別会計第４回補正予算
平成２４年度（２０１２）出雲市農業・漁業集落排水事業特別会計第２回補正予算
平成２４年度（２０１２）出雲市浄化槽設置事業特別会計第１回補正予算
平成２４年度（２０１２）出雲市廃棄物発電事業特別会計第１回補正予算
平成２４年度（２０１２）出雲市水道事業会計第２回補正予算
平成２５年度（２０１３）出雲市一般会計予算
平成２５年度（２０１３）出雲市国民健康保険事業特別会計予算
平成２５年度（２０１３）出雲市国民健康保険橋波診療所事業特別会計予算
平成２５年度（２０１３）出雲市診療所事業特別会計予算
平成２５年度（２０１３）出雲市後期高齢者医療事業特別会計予算
平成２５年度（２０１３）出雲市介護保険事業特別会計予算
平成２５年度（２０１３）出雲市簡易水道事業特別会計予算
平成２５年度（２０１３）出雲市下水道事業特別会計予算
平成２５年度（２０１３）出雲市農業・漁業集落排水事業特別会計予算
平成２５年度（２０１３）出雲市浄化槽設置事業特別会計予算
平成２５年度（２０１３）出雲市風力発電事業特別会計予算
平成２５年度（２０１３）出雲市ご縁ネット事業特別会計予算
平成２５年度（２０１３）出雲市企業用地造成事業特別会計予算
平成２５年度（２０１３）出雲市駐車場事業特別会計予算
平成２５年度（２０１３）出雲市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算
平成２５年度（２０１３）出雲市高野令一育英奨学事業特別会計予算
平成２５年度（２０１３）出雲市廃棄物発電事業特別会計予算
平成２５年度（２０１３）出雲市水道事業会計予算
平成２５年度（２０１３）出雲市病院事業会計予算
出雲市土地開発基金条例の一部を改正する条例
出雲市手数料条例の一部を改正する条例
出雲市児童クラブ条例の一部を改正する条例
出雲市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例
出雲市ご縁広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
出雲市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
出雲市小集落改良住宅設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
出雲市都市公園条例の一部を改正する条例
出雲市立小学校及び中学校設置条例の一部を改正する条例
出雲市コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
出雲市一般職の職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員の採用等
に関する条例の一部を改正する条例
出雲市民会館の設置及び管理に関する条例等の一部を改正する条例
障害者自立支援法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例

番 号

諮第４号

議第６９号
議第７０号
議第７１号
議第７２号
議第７３号
議第７４号
議第７５号
議第７６号
議第７７号
議第７８号
議第７９号
議第８０号
議第８１号
議第８２号
議第８３号
議第８４号
議第８５号
議第８６号
議第８７号
議第８８号
議第８９号
議第９０号
議第９１号
議第９２号
議第９３号
議第９４号
議第９５号
議第９６号
議第９７号
議第９８号
議第９９号
議第１００号
議第１０１号
議第１０２号
議第１０３号
議第１０４号
議第１０５号
議第１０６号

議第１０７号

議第１０８号
議第１０９号
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宮
本

享

議

長

【継続審査中の請願・陳情】

議

長

寺
田

昌
弘

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

杉
谷

寿
之

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

珍
部

全
吾

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

古
福

康
雅

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

長
廻

利
行

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

荒
木

孝

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

多
久
和
康
司

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

原

隆
利

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

●

●

○

○

山
代

裕
始

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

米
山

広
志

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

●

○

勝
部

順
子

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

板
倉

明
弘

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

坂
根

守

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

直
良

昌
幸

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

広
戸

恭
一

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

福
代

秀
洋

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

曽
田

盛
雄

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

川
上

幸
博

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

多
々
納
剛
人

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

板
倉

一
郎

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

萬
代

輝
正

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

山
根

貞
守

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

遠
藤

力
一

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

松
村

豪
人

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

大
国

陽
介

●

○

●

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

●

●

○

●

小
村

吉
一

●

○

●

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

●

●

○

●

西
村

亮

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

木
佐

宏

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

●

●

●

○

狩
野

正
文

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

板
垣

成
二

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

飯
塚

俊
之

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

多
々
納

弘

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

井
上

惠
夫

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

保
科

孝
充

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

伊
藤

繁
満

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

井
原

優

●

○

●

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

●

●

○

●

大
場

利
信

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

番 号

議第１１０号

議第１１１号

議第１１２号

議第１１３号

議第１１４号

議第１１５号
議第１１６号
議第１１７号

議第１１８号

議第１１９号
議第１２０号
議第１２１号
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議第１３２号
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議第１３５号
議第１３６号
請願第１２号
請願第１３号
陳情第１５号
陳情第１６号
意見書第６号

平成２３年度
陳情第１６号
陳情第１号
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○：賛成、●：反対、－：欠席・棄権
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審議結果

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
採 択
採 択
不 採 択
趣旨採択
採 択

継続審査

継続審査
趣旨採択
趣旨採択

議 案 名

出雲市多伎介護予防リハビリテーションセンターの設置及び管理に関する
条例を廃止する条例
出雲市長等の給与の特例に関する条例
出雲市指定地域密着型サービス事業者及び指定地域密着型介護予防サービ
ス事業者の指定に関する基準を定める条例
出雲市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準
を定める条例
出雲市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び
に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援
の方法に関する基準を定める条例
出雲市道の構造の技術的基準等を定める条例
出雲市移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める条例
出雲市準用河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例
出雲市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を定
める条例
出雲市新型インフルエンザ等対策本部条例
辺地に係る総合整備計画の策定及び変更について
出雲市過疎地域自立促進計画の変更について
公の施設の指定管理者の指定について（出雲市多伎介護予防リハビリテー
ションセンター）
財産の無償譲渡について（出雲市多伎介護予防リハビリテーションセンター）
包括外部監査契約の締結について
建物の取得について（出雲市ご縁広場公衆トイレ）
市道路線の廃止について
市道路線の認定について
平成２４年度（２０１２）出雲市一般会計第７回補正予算
平成２４年度（２０１２）出雲市簡易水道事業特別会計第３回補正予算
平成２４年度（２０１２）出雲市下水道事業特別会計第５回補正予算
平成２４年度（２０１２）出雲市農業・漁業集落排水事業特別会計第３回補正予算
平成２５年度（２０１３）出雲市一般会計第１回補正予算
平成２５年度（２０１３）出雲市簡易水道事業特別会計第１回補正予算
平成２５年度（２０１３）出雲市下水道事業特別会計第１回補正予算
平成２５年度（２０１３）出雲市農業・漁業集落排水事業特別会計第１回補正予算
出雲市国民健康保険条例の一部を改正する条例
過労死防止基本法制定に関する意見書の提出を求める請願
市道八頭西線（仮称）整備に関する請願
旧宍道邸の利用計画に関する陳情
「出雲市財政計画」の早急な見直しを求める陳情
過労死防止基本法制定に関する意見書

島根原発をなくし、再生可能エネルギーへの転換を求める陳情

成立を目指している出雲市自治基本条例に関し、白紙撤回を求める陳情
反問権の導入に関する陳情
神戸川再生についての陳情

番 号

議第１１０号

議第１１１号

議第１１２号

議第１１３号

議第１１４号

議第１１５号
議第１１６号
議第１１７号

議第１１８号

議第１１９号
議第１２０号
議第１２１号

議第１２２号

議第１２３号
議第１２４号
議第１２５号
議第１２６号
議第１２７号
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議第１２９号
議第１３０号
議第１３１号
議第１３２号
議第１３３号
議第１３４号
議第１３５号
議第１３６号
請願第１２号
請願第１３号
陳情第１５号
陳情第１６号
意見書第６号

平成２３年度
陳情第１６号
陳情第１号
陳情第１０号
陳情第１４号
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議会活動（2月13日～5月1日に開催された会議）

中国市議会議長会支部長市事務局長会議
（岡山市）
斐伊川・神戸川治水対策特別委員会

平成24年度第5回定例市議会
議会運営委員会、全員協議会
堀川水系対策協議会
理事会
商工議員連盟
商工議員連盟、原子力発電･新エネルギー
調査特別委員会

2月13日（水）

18日（月）
19日（火）～3月14日（木）

19日（火）
20日（水）
21日（木）
22日（金）
25日（月）

総合交通対策特別委員会、広報委員会
斐伊川・神戸川治水対策特別委員会
環境経済委員会協議会
議会運営委員会
全員協議会
広報委員会

平成25年度第1回臨時市議会
全員協議会
全員協議会、議会運営委員会

2月26日（火）
28日（木）

3月  4日（月）
12日（火）
14日（木）
21日（木）

4月30日（火）～5月1日（水）

30日（火）
5月  1日（水）

　
今
期
、
市
議
会
だ
よ
り
の
編

集
委
員
を
再
度
務
め
た
。
あ
っ

と
い
う
間
の
２
年
で
あ
っ
た
が
、

振
り
返
る
と
と
て
も
勉
強
に

な
っ
た
。
市
議
会
の
様
子
を
議

会
だ
よ
り
と
い
う
広
報
を
通
じ

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
正
し
く

お
伝
え
す
る
に
は
、
正
し
い
語

句
や
表
現
を
用
い
る
必
要
が
あ

る
。
適
切
か
ど
う
か
確
認
し
な

が
ら
編
集
作
業
を
進
め
て
い
く

わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
、
日

常
の
議
員
活
動
に
生
き
て
い
る

こ
と
に
、
ふ
と
気
付
く
。

　
言
葉
や
、
考
え
を
正
し
く
伝

え
る
こ
と
の
大
切
さ
。
ま
た
、

受
け
取
る
側
の
立
場
を
尊
重
す

る
気
持
ち
。

　
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、

市
議
会
議
員
の
改
選
の
春
が

や
って
来
た
。
こ
の
気
持
ち
を
忘

れ
た
く
な
い
も
の
だ
。

（
松
村
豪
人
　
記
）

議会に関してのお問い合わせは
　市議会だよりにお気づきの点がございましたらご意見をお寄せ
ください。より充実した紙面づくりの参考とさせていただきます。

出 雲 市 議 会 事 務 局

TEL：（0853）21-6579  FAX：（0853）21-6251
URL：http://www.city.izumo.shimane.jp/
　　　  出雲市ホームページの中の  出雲市議会  をクリック
メール：gikai@city.izumo.shimane.jp
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宮
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本誌は地球環境に優しい植物油インキを
使用しております。

本会議（開会、施政方針表明、議案上程・説明）
本会議（施政方針に対する会派代表質問・1日目）
本会議（施政方針に対する会派代表質問・2日目）
本会議（一般質問・1日目）
本会議（一般質問・2日目）
本会議（一般質問・3日目、議案質疑、委員会付託）
総務委員会

5月27日（月）
30日（木）
31日（金）

6月 7日（金）
10日（月）
11日（火）
13日（木）

平成25年度 6月定例市議会　日程（案）今後の本会議の予定

文教厚生委員会
環境経済委員会
建設水道委員会
予算特別委員会（1日目）
予算特別委員会（2日目）
予算特別委員会（3日目）
本会議（委員長報告、討論、採決、閉会）

14日（金）
17日（月）
18日（火）
19日（水）
20日（木）
21日（金）
25日（火）

〒693-8530  出雲市今市町70　出雲市灘分町に整備が進められていた出雲市立向陽中学

校が竣工し、４月６日に開校式が執り行われました。

新校舎で学校生活スタート
こうよう

いずもいずも
2013.5.20
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